
　

東
南
ア
ジ
ア
で
被
害
が
多
発
し
て
い

る
人
身
取
引
。
飲
食
店
や
工
場
で
の
仕

事
と
聞
い
て
外
国
に
来
た
ら
強
制
的
に

売
春
を
さ
せ
ら
れ
、
監
禁
さ
れ
た
り
、

借
金
を
背
負
わ
さ
れ
た
り
し
て
逃
げ
ら

れ
な
い
状
態
に
さ
れ
る
、
と
い
う
の
が

女
性
被
害
者
の
典
型
例
だ
。

　

東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
の
中
で
も
比
較

的
に
仕
事
が
多
く
、
と
は
い
え
先
進
国

ほ
ど
豊
か
で
は
な
い
タ
イ
は
、
外
国
人

が
連
れ
て
来
ら
れ
る
「
受
入
国
」、
自
国

民
が
連
れ
て
行
か
れ
る
「
送
出
国
」、
外

国
人
が
同
国
を
経
由
し
て
第
3
国
で
被

害
者
に
な
る
「
経
由
国
」
と
い
う
三
つ

の
立
場
で
問
題
を
抱
え
、
東
南
ア
ジ
ア

に
お
け
る
人
身
取
引
問
題
の
解
決
を
図

る
上
で
最
も
重
要
な
国
と
い
え
る
。

　

J
I
C
A
は
2
0
0
9
年
に
人
身

取
引
対
策
分
野
で
は
初
め
て
の
技
術

協
力
事
業
を
タ
イ
で
開
始
。
2
度
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、「
多
分
野
協
働
チ
ー

ム
（
M
D
T:M

ulti-D
isciplinary 

T
eam

）」
の
能
力
強
化
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
M
D
T
は
タ
イ
政
府
が
被

害
者
の
救
出
、
保
護
、
自
立
支
援
を
目

的
と
し
て
06
年
か
ら
08
年
に
か
け
て
導

入
。
警
察
官
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

N
G
O
職
員
、
弁
護
士
、
検
察
官
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
間
の
調
整

や
情
報
共
有
の
不
足
か
ら
、
十
分
な
役

割
を
果
た
せ
ず
に
い
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
M
D
T
に
よ
る
被
害
者
の

救
出
や
保
護
、
被
害
者
認
定
、
心
理
的
・

身
体
的
な
ケ
ア
、
職
業
訓
練
、
母
国
へ

ジェンダー
笑顔で明日を生きる

特集

被害者に寄り添い、
ともに歩む

各国間の経済格差を背景に東南アジアで多発している人身取引。
多くの女性たちが、よりよい仕事を求める中で被害に遭っている。

JICAが協力している被害者の保護、社会復帰、予防の取り組みを、
タイのプロジェクトを中心に紹介しよう。

メコン地域におけるJICA   の人身取引対策事業

ミャンマーの人身取引被害者情報センターでの
ワークショップの様子。現場のケアワーカーと関係
省庁が密に連携を取りながら活動を進めている。

出典 ： UNODC「Global Report on Trafficking in Persons 2018」

人身取引とは？
暴行、脅迫、誘拐、詐欺などの
手段で人びとを別の国や場所
に移動させ、性的搾取、労働
の強制、臓器摘出などを行うこ
と。多くの場合、被害者は逃げ
ることができない状態に置かれ
ている。

人身取引はアジア全体で取り組む課題
国境を超えた課題である人身取引撲滅と被害者保護の取り
組みでは、東南アジアで広くネットワークを築くことが重要に
なる。JICAでは毎年、アセアン諸国で人身取引対策に従事
する行政官や民間組織の代表らを日本に招いて「アセアン
諸国における人身取引対策協力促進」の研修を開催してい
る。昨年度の研修で視察した日本のドメスティック・バイオレン
ス被害者の保護シェルターでは、シェルターの場所を公にして
いないことなど、被害者のプライバシーと人権を守るための細
かな配慮が注目を集めた。おたがいの国の取り組みの違いを
知り理解を深め合うことが、連帯強化の一助となっている。

足掛け10年にわたるプロジェクトで、タイの被害
者保護・社会復帰支援の能力は大きく向上しまし
た。一方で、メコン地域全体で見るとそれぞれの国
の対策や執行能力にばらつきがあり、スムーズな
連携の妨げとなっています。今後は、各国の能力
の底上げや、被害者が自国に戻った時に生活再
建のための支援が受けられるような枠組みを、各
国政府と話し合っていくことが必要です。

タイの人身取引対策部が所管するシェルターで
は、保護された被害者が職業訓練を受け、心の
リハビリを兼ねて働くことができる。

被害者保護や人生の
再建支援の知見を共
有するため、JICAが毎
年開催している「メコン
地域ワークショップ」。6
か国から約 100 名の
人身取引対策に従事
する関係者らが集う。

人身取引の相談を受けるベトナムの「ホットラ
イン」のコールセンターでは、相談員が交代で
24時間電話を受けている。

タイのMDTメンバーに向けた研修の様子。さまざまな専門家からな
るメンバーが、被害者の立場に立った接し方を学ぶ。

の
送
還
と
い
っ
た
一
連
の
過
程
を
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
化
す
る
こ
と
で
、
ど
の
段
階

で
誰
が
何
を
す
べ
き
か
が
は
っ
き
り
と

共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
１

月
に
完
成
し
た
最
新
版
は
よ
り
実
務
に

沿
っ
た
内
容
に
刷
新
し
、
従
来
以
上
に

「
使
い
や
す
い
」
と
評
判
だ
。

被
害
者
の
心
に
寄
り
添
う

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
の
中
で

も
重
要
な
も
の
の
一
つ
に
、
被
害
者
の

社
会
復
帰
支
援
が
あ
る
。「
保
護
し
た

人
が
郷
里
や
自
国
に
戻
っ
て
も
心
理
的

に
回
復
し
て
い
な
け
れ
ば
自
活
で
き
ず
、

ま
た
、
自
活
す
る
手
段
が
な
け
れ
ば
ふ

た
た
び
出
稼
ぎ
に
行
き
被
害
に
遭
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
せ
っ
か
く

救
い
出
し
て
も
〝
水
の
泡
〞
で
す
」
と
、

J
I
C
A
専
門
家
の
松
野
文
香
さ
ん

は
話
す
。
被
害
者
に
は
仕
事
を
斡
旋
す

る
な
ど
経
済
的
な
支
援
も
必
要
だ
が
、

ま
ず
は
周
囲
の
理
解
や
、
訴
訟
を
通
じ

た
尊
厳
の
回
復
と
い
っ
た
心
の
ケ
ア
が

重
要
と
さ
れ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
毎
年
、
被
害
者

の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
を
学
ぶ
研
修
を

実
施
し
て
い
る
。
M
D
T
の
メ
ン
バ
ー

は
、
ど
ん
な
心
構
え
で
接
し
、
ど
う
話

を
聴
け
ば
い
い
の
か
と
い
っ
た
手
法
を

学
び
、
彼
女
、
彼
ら
の
立
場
に
立
っ
た

支
援
の
仕
方
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

架
空
の
事
例
に
基
づ
い
た
面
談
や
取
り

調
べ
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
も
行
う
。
あ
る

警
察
官
の
メ
ン
バ
ー
は
被
害
者
に
厳
し

い
目
を
向
け
が
ち
だ
っ
た
が
、
自
ら
被

害
者
を
演
じ
る
こ
と
で
「
尋
ね
方
一
つ

で
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
を
初

め
て
知
っ
た
」
と
語
っ
た
。

「
周
辺
国
」で
も
進
む
対
策

　

タ
イ
は
、
自
国
の
力
で
持
続
的
に
被

害
者
保
護
・
支
援
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
な
る
ま
で
成
長
し
て
い
る
。
で
は
、

周
辺
の
「
送
出
国
」
は
ど
う
か
。
ベ
ト

ナ
ム
で
は
、
ハ
ノ
イ
な
ど
3
か
所
に
人

身
取
引
対
策
の
た
め
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

の
設
立
を
予
定
し
て
い
る
。
す
で
に

J
I
C
A
の
訓
練
を
受
け
た
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
被
害
者
か
ら
の
電
話
相
談

に
応
じ
、
警
察
や
病
院
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
す
る
な
ど
、
被

害
者
の
救
出
を
行
っ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
は
、
被
害
者
の
保
護
や
帰
還
・

社
会
復
帰
に
従
事
す
る
関
係
機
関
の
連

携
促
進
や
、
人
身
取
引
被
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
通
じ
、
被
害
者

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

国
家
間
の
人
や
モ
ノ
の
移
動
が
よ
り

い
っ
そ
う
活
発
化
す
る
中
、
人
身
取
引

は
ア
ジ
ア
全
体
で
取
り
組
む
課
題
と
し

て
国
を
超
え
た
連
携
が
広
が
っ
て
い
る
。

被害者のおもな
移動ルート

タイ
◦被害者の社会復帰、帰国・帰
還支援に関する多分野協働チーム
（MDT）の連携強化
◦国境地域における地方MDTの
能力強化

ベトナム
◦人身取引被害予防と被害者支援を目
的としたホットラインの運営体制の整備
◦地域コールセンターの設立・運営
◦省庁間連携の強化
◦ホットライン番号の全国展開

メコン地域人身取引被害者支援能力向上プロジェクト
チーフアドバイザー
松野文香（まつの・あやか）さん

成人女性 成人男性 男児女児

性的搾取
83%

強制労働
13%

その他
4%

成人女性の
人身取引の
形態

人身取引の被害者の7割以上は女性

49%

23% 21% 7%

自立・
社会復帰

被害者
の保護

加害者
処罰 予防

ミャンマー
◦多機関連携ネットワーク活動を通
じた連携強化
◦人身取引被害者情報センタ―
（ICTP）の開設、機能強化
◦保護、自立支援人材の育成

14March 201915 March 2019


